
校
友
会
改
革

和
田
英
作
は
校
長
就
任
と
と
も
に

「
東
京
美
術
学
校
校
友
会
規
則
」
に
基
づ

い
て
校
友
会
会
長
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
改
革
方
針
を
校
友
会
に
も
及
ぽ
し
て

昭
和
八
年
二
月
に
規
則
改
正
を
行
い
、
か
つ
て
無
く
詳
細
な
規
定
を
盛
り
込
ん

だ
新
規
則
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
東
京
美
術
学
校
校
友
会
会
計
出

納
及
保
管
規
程
」
と

「
東
京
美
術
学
校
校
友
会
基
本
金
規
程
」
を
制
定
し
た
。

改
正
規
則
と
改
正
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑧
 

昭
和
八
年
九
月
―
――
十
日
に
工
芸
科
の
塑
造
授
業
を
担
当
し
て
い
た
教
授
沼
田

一
雅
が
退
官
し
た
の
で
（
同
十
九
年
七
月
ま
で
講
師
と
し
て
在
職
）
、
同

年

十

月
三
十
日
付
け
で
加
藤
顕
清
（
本
名
鬼
頭
太
）
が
嘱
託
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。

加
藤
は
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
岐
阜
県
に
生
ま
れ
、
旭
川
中
学
を
経
て

本
校
彫
刻
科
塑
造
部
に
入
学
し
、
大
正
九
年
卒
業
。
そ
の
後
西
洋
画
科
に
入
り

匝
し
て
昭
和
三
年
に
卒
業
し
た
。
研
究
科
（
彫
刻
）
在
学
中
に
帝
展
に
初
入
選

し、

昭
和
三
年
第
九
回
帝
展
以
後
連
続
三
回
特
選
と
な
り
、
同
六
年
に
は
帝
展

審
査
委
員
に
挙
げ
ら
れ
た
。
同
十

一
年
六
月
に
は
購
師
と
な
り
、
東
京
芸
術
大

学
発
足
後
も
昭
和
二
十
八
年
ま
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
在
戦
し
て
い
る
。

⑦
 
沼
田
一
雅
の
退
官
と
加
藤
顕
清
の
起
用

美
術
博
物
館
の
館
員
と
な
り
、
同
七
年
ま
で
東
洋
部
に
勤
務
し
た
。
同
八
年
七

月
十
八
日
、
本
校
講
師
（
東
洋
美
術
史
、
英
語
担
当
）
と
な
り
、
同
年
よ
り
同

十
六
年
ま
で
文
庫
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
標
本
掛
長
、
図
書
掛
長
を
つ
と
め

た
。
昭
和
十

一
年
九
月
以
降
は
東
洋
工
芸
史
授
業
を
担
当
し
、
同
二
十
三
年
―――

月
ま
で
在
職
し
た
。

東
京
美
術
學
校
校
友
會
規
則
（
昭
和
八
年
二
月
改
正
）

名

稲

本
會
ハ
東
京
美
術
學
校
校
友
會
卜
稲
、
ン
事
務
所
ヲ
東
京
美
術
學
校
内

第
二
條
本
會
ハ
會
員
ノ
志
操
ヲ
正
、
ン
相
互
ノ
親
睦
ヲ
敦
ウ
シ
心
身
技
能
ノ
稜

逹
ヲ
岡
リ
併
七
テ
校
風
ノ
紺
持
稜
賜
二
資
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

會

第
三
條
本
會
ハ
左
ノ
會
員
ヲ
以
テ
組
織
ス

一
、
名
啓
會
員

二
、
特
別
會
員

三
、
普
通
會
員

名
界
會
員
ハ

美
術
上
卓
絶
ナ
ル
技
藝
或
ハ
學
識
ヲ
有
シ
又
ハ
本
會
二
著
大
ナ

ル
功
頼
ア
ル
人
ニ
シ
テ
委
員
會
ノ
決
議
ヲ
鰹
テ
推
薦
、
ン
ク
ル
者
ト
ス

特
別
會
員
ハ
東
京
美
術
學
校
卒
業
生
及
退
職
職
員
拉
二
本
校
中
途
退
學
者
ニ

シ
テ
委
員
會
ノ
決
議
ヲ
続
テ
推
薦
｀
ン
タ
ル
者
ト
ス

普
通
會
員
ハ
東
京
美
術
學
校
職
員
及
生
徒
全
憫
ト
ス

事

業

第
四
條
本
會
ハ
其
ノ
目
的
ヲ
逹
成
セ
ン
カ
為
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

一
、
會
員
ノ
陀
育
、
修
養
等
二
適
営
ナ
ル
施
設

一
、
諧
浪
會
、
展
既
會
等
ノ
開
催

一
、
會
員
ノ
學
事
奨
励

一
、
會
報
及
會
員
名
節
ノ
疲
行

一
、
其
ノ
他
本
會
ノ
適
常
卜
認
メ
タ
ル
事
業

第
一
條
ニ
置
ク

員

目

的
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員 長

第
五
條
本
會
二
穂
務
部
拉
二
左
ノ
各
部
ヲ
四
ク

一
、
剣

道

部

一

、
ー
音
楽
部

一
、
柔

道

部

一

、
映
霊
寓
員
部

一
、
弓

道

部

一

、
茶
道
部

一
、
庭

球

郡

一

、
詩
歌
書
道
部

一
、
陸

上

運

動

部

一

、
舞
疑
藝
術
部

一
、
山
岳
水
泳
部

役

員

第
六
條
本
會
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

一
、
會

長

東

京

美

術

學

校

長

ヲ

推

戴

ス

一
、
委

員

職

員

中

ョ

リ
ニ
十
名
、
各
科
生
徒
中
ョ
リ
ニ
十
名
ヲ
各
所

濁
科
部
會
員
ノ
投
票
ヲ
以
テ
互
選
セ
シ
メ
會
長
之
ヲ
闊
託
ス

一
、
総
務
委
員
職
員
委
員
中
ョ
リ
穂
務
委
員
五
名
、
生
徒
委
員
中
ョ
リ
総

務
委
員
三
名
ヲ
會
長
ノ
指
名
ニ
ョ
リ
蔭
託
ス

一
、
書
記
事
務
職
員
中
ョ
リ
若
干
名
會
長
之
ヲ
嘘
託
ス

第
七
條
網
務
郡
ヲ
除
キ
各
部
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

一
、
部

長

各

郡

ニ

―
名
ヅ
ツ
職
員
中
ョ
リ
會
長
之
ヲ
頓
託
ス

一
、
部
委
員
各
部
郡
員
中
ョ
リ
各
二
名
ヲ
互
選
、
ど
曾
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク

ル
モ
ノ
ト
ス

部
長
拉
―
一
部
委
員
ハ
委
員
ヲ
兼
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

部
委
員
ハ
他
ノ
部
委
員
ヲ
兼
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
八
條
役
員
ノ
職
務
左
ノ
如
、
ン

一
、
會

本

會

ヲ

縮

理

ス

一
、
委
會
長
ノ
諮
問
二
應
、
ン
會
務
ヲ
會
商
ス

第
十
六
條

一
、
穂
務
委
員
會
ノ
常
務
ヲ
解
理
ス

一
、
雷
記
會
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
會
計
ノ
事
務
二
従
事
ス

一
、
部

長

常

該

部

務

ヲ

管

掌

ス

一
、
郡
委
員
部
長
ノ
監
督
ヲ
受
ヶ
嘗
該
部
務
ヲ
慮
理
ス

第
九
條
役
員
ハ
毎
年
二
月
晒
託
叉
ハ
改
選
シ
四
月
ョ
リ
就
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

鉄
員
ヲ
生
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
補
鋏
隅
活
又
ハ
改
選
ス

役
員
ノ
任
期
ハ
一
年
ト
ス
但
、
ン
諏
任
ヲ
妨
ケ
ス

役
員
ニ
ハ
事
務
ノ
性
質
繁
簡
ニ
ョ
リ
特
二
報
酬
ヲ
附
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

委

員

會

委
員
會
ハ
委
員
ヲ
以
テ
組
織
｀
ン
各
部
部
長
之
二
参
加
ス

會
議
ノ
議
長
ハ
會
長
ト
ス
會
長
差
支
ア
ル
ト
キ
ハ
総
務
委
員
中

ヨ
リ
之
ヲ
代
理
ス

第
十
三
條
委
員
會
ハ
侮
年
二
月
中
二
會
長
之
ヲ
召
集
、
ン
事
業
ノ
計
盟
、
紐
費

ノ
豫
算
、
會
則
ノ
斐
更
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
條
會
長
二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
場
合
ニ
ハ
商
時
委
員
會
ヲ
召
集
ス

全
委
員
ノ
三
分
ノ
一
以
上
ノ
請
求
ァ
ル
ト
キ
ハ
臨
時
委
員
會
ヲ
開
ク
此
ノ

場
合
三
分
ノ
ニ
以
上
ノ
出
席
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
十
五
條
委
員
會
二
於
ケ
ル
謡
事
ハ
出
席
員
ノ
過
半
敷
ヲ
以
テ
決
、
こ
可
否
同

敷
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
之
ヲ
決
ス

但
シ
各
部
部
長
ハ
表
決
二
典
ラ
ス

委
員
會
二
於
ケ
ル
議
決
ノ
事
項
ハ
之
ヲ
議
事
録
二
記
載
シ
會
長
ニ

提
出
其
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

純

務

部

第
十

一
條

第
十
二
條

シ
第
十
條
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第
十
八
條

第
十
七
條
総
務
部
ハ
縮
務
委
員
ヲ
以
テ
組
織
｀
ン
左
ノ
事
項
ヲ
餅
理
ス

一
、
委
員
會
二
提
出
ス
ル
談
事
ノ
準
備
及
其
ノ
議
決
事
項
ノ
執
行

二
、
委
員
會
ノ
委
任
ヲ
受
ヶ
ク
ル
事
項
ノ
決
談
執
行

三
、
各
部
二
屈
セ
サ
ル
臨
時
事
業
ノ
執
行

四
、
緊
急
事
項
ノ
専
決
但
シ
此
ノ
場
合
ニ
ハ
特
二
會
長
ノ
認
可
ヲ
受
ク
へ

キ
モ
ノ
ト
ス
総
務
郡
二
庶
務
掛
、
會
計
掛
ヲ
置
ク

第
十
九
條
庶
務
掛
二
於
テ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル

一
、
本
會
ノ
會
員
二
闘
ス
ル
事
務

二
、
本
會
ノ
委
員
選
出
二
閥
ス
ル
事
務

三
、
委
員
會
二
開
ス
ル
事
務

四
、
本
會
ノ
議
事
録
、
決
議
録
其
ノ
他
ノ
書
類
ノ
作
製
保
管
二
蘭
ス
ル
事
務

五
、
本
會
ノ
年
中
行
事
日
程
ノ
作
製
二
闊
ス
ル
事
務

六
、
本
會
ノ
會
報
、
會
員
名
疱
ノ
編
纂
、
印
刷
二
閥
ス
ル
事
務

七
、
本
會
主
催
ノ
運
動
會
、
旅
行
二
開
ス
ル
事
務

八
、
會
員
ノ
修
益
娯
楽
施
設
二
閥
ス
ル
事
務

九
、
會
員
ノ
人
事
相
談
二
闘
ス
ル
事
務

+
、
其
ノ
他
各
部
二
屈
七
サ
ル
事
務
並
二
行
事

第
二
十
條
會
計
掛
二
於
テ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル

一
、
本
會
ノ
會
計
二
関
ス
ル
事
務

二
、
本
會
ノ
豫
算
編
成
二
闊
ス
ル
事
務

三
、
本
會
ノ
會
報
、
會
員
名
節
ノ
配
布
二
闊
ス
ル
事
務

四
、
本
會
ノ
賞
牌
賞
品
作
製
二
開
ス
ル
事
務

會

費

第
二
十

一
條
普
通
會
員
中
職
員
ノ
會
費
ハ
毎
月
末
俸
給
月
額
ノ
千
分
ノ
五
及

至
千
分
ノ
十
ニ
ヲ
醜
出
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
生
徒
ノ
會
喪
ハ
一
ケ
年
金
六
仰
四

月
、
九
月
、

一
月
ノ
三
回
二
分
チ
其
ノ
月
十
五
日
ョ
リ
一
週
間
以
内
二
納
付

第
二
十
二
條
名
唇
會
員
ョ
リ
ハ
會
費
ヲ
徴
牧
セ
ス

第
二
十
三
條
特
別
會
員
ハ
會
費
一
ヶ
年
金
壼
圃
五
拾
錢
若
ク
ハ
一
時
金
参
拾

闘
以
上

ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
シ
會
報
ノ
配
布
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ス

第
二
十
四
條
本
會
二
初
メ
テ
入
會
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
基
本
金
ト
シ
テ
金
戴

圃
ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

會

報

第
二
十
五
條
會
報
ハ
一
年
三
回
痰
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

回
十
二
月
痰
行
ス

第
二
十
六
條
會
報
及
會
員
名
節
ハ
名
春
會
員
、
特
別
會
員
、
普
通
會
員
二
配

布
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
｀
ン
第
二
十
三
條
ノ
規
定
ニ
ョ
リ
テ
會
報
ノ
配
布
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ

限
ニ
ア
ラ
ス各
部
通
則

第
二
十
七
條
各
部
ハ
普
通
會
員
ヲ
以
テ
組
織
ス

ヘ
ク
各
郡
ノ
ー
ニ
屈
ス
ヘ
シ

但`
ン

一
人

ニ
テ
四
郡
以
上
二
局
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
八
條
各
郡
ハ
部
員
二
十
五
名
以
上
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

員
名
鎚
及
行
事
ノ
記
録
ヲ
備
付
ク
ヘ
シ

第
二
十
九
條
各
郡
ノ
鰹
費
ハ
郡
員
ョ
リ
徽
牧
、
ン
ク
ル
郡
毀
及
本
會
ョ
リ
支
出

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

各
部
ニ
ハ
郡

生
徒
郡
普
通
會
員
ハ
威
ル

會
員
名
節
ハ
た
母
年
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ス

支

第
三
十
二
條

ク
ヘ
シ

（
『
東
京
美
術
学
校
一
飴
見
頭
螂
細
幹
』）

｀
ン
タ
ル
補
助
金
ヲ
以
テ
之
二
充
ッ

部
員
二
十
五
名
未
満
二
減
少
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
補
助
金
ヲ
減
額
ン
又
ハ
停
止
ス

第
三
十
條
各
部
二
於
テ
恒
例
妓
二
臨
時
ノ
行
事
ヲ
ナ
サ
ソ

ト
ス
ル
ト
キ
ハ
計

盟
及
続
費
ヲ
認
メ
テ
穂
務
郡
二
提
出
、
ど
會
長
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
一
條
各
部
ノ
細
則
ハ
営
該
郡
長
二
於
テ
之
ヲ
定
メ
會
長
ノ
認
可
ヲ
受

部

各
地
在
住
ノ
特
別
會
員
ハ
相
互
ノ
親
睦
ヲ
図
ル
為
本
會
支
祁
ヲ

設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
十
三
條
各
支
部
ハ
其
ノ
規
則
ヲ
定
メ
會
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト

第
三
十
四
條
支
部
役
員
ハ
裳
該
支
郡
ノ
行
事
及
會
員
ノ
動
静
ヲ
少
ク
ト
モ
笥

年
―
―
一
回
（
五
月
、
十
月
、

一
月
）
本
會
二
報
告
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
本
會
ハ

適
宜
之
ヲ
會
報
二
掲
載
ス
ヘ
｀
ゾ

第
三
十
五
條
支
部
ノ
紐
費
ハ
支
部
員
二
於
テ
支
辮
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

附

則

第
三
十
六
條
本
規
則
ノ
愛
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
ヲ
紐
テ
會
長
ノ
認
可
ヲ
鰹
ル

ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
七
條
本
會
ノ
會
計
出
納
及
保
管
二
閥
ス
ル
規
程
ハ
委
員
會
ノ
決
議
ヲ

純
テ
別
二
之
ヲ
定
ム

第
三
十
八
條
本
規
則
ハ
昭
和
八
年
四
月
一
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

校
友
會
規
則
改
正

〇

要

旨

刻
下
國
民
鰹
済
の
宜
情
に
鑑
み
會
般
を
軽
減
す
る
趣
旨
に
立
脚
し
て
左
の
如

＜
校
友
會
規
則
を
改
正
せ
り

〇
改
正
の
要
黙

一
、
退
職
々
員
郎
ち
哲
職
員
を
特
別
會
員
に
加
へ
先
輩
優
遇
の
意
を
表
は
し

た
る
こ
と

二
、
中
途
退
學
者
中
委
員
會
に
て
推
薦
し
た
る
者
を
特
別
會
員
と
し
學
校
と

の
縁
故
を
蹟
く
る
途
を
開
き
た
る
こ
と

三
、
菌
規
則
の
常
務
委
員
の
為
し
た
る
事
務

一
切
を
継
務
部
と
稲
し
事
務
の

統
一
整
頓
を
岡
り
た
る
こ
と

四
、
藉
規
則
に
て
は
文
幽
部
、
腑
育
部
に
二
大
別
し
之
を
罷
常
郡
、
臨
時
部

に
分
ち
更
に
約
三
十
の
部
に
分
ち
た
る
を
改
正
案
に
て
は
十
一
部
（
剣

道
部
、
柔
道
部
、
弓
道
郡
、
庭
球
部
、
陸
上
競
技
郡
、
山
岳
水
泳
部
、

音
楽
部
、
映
霊
寓
員
部
、
茶
道
部
、
詩
歌
魯
道
部
、
舞
盗
藝
術
部
）
と

し
多
く
の
學
校
の
例
に
倣
ひ
各
部
を
列
畢
す
る
方
法
を
採
り
た
る
こ
と

五
、
従
来
は
宜
際
は
あ
り
な
が
ら
規
則
上
に
な
か
り
し
部
長
拉
に
幹
事
を
改

正
案
に
て
は
部
長
、
部
委
員
と
し
て
規
則
の
上
に
表
は
し
た
る
こ
と

六
、
総
務
部
の
仕
事
と
し
て
新
に
人
事
部
を
設
け
生
徒
の
身
上
相
談
に
應
じ

得
る
や
う
な
し
た
る
事

七
、
會
費
を
六
園
に
減
額
し
た
る
こ
と

八
、
従
っ
て
特
別
會
員
の
會
費
を
壼
圃
五
拾
錢
に
減
額
し
た
る
こ
と
並
に
特

別
會
員
の
終
身
會
費
一
時
完
納
の
制
を
設
け
た
る
こ
と

九
、
會
報
を
年
三
回
と
な
し
た
る
こ
と
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+
、
生
徒
は
成
る
べ
く
何
れ
か
の
部
に
励
し
て
躾
架
修
社
を
偕
に
す
る
を
希

望
す
る
と
同
時
に

一
人
に
て
あ
ま
り
多
く
の
郡
に
入
る
は
却
つ
て
根
業

に
妨
げ
あ
る
と
思
は
る
4

に
付
三
部
以
内
に
止
む
る
こ
と

十

一
、
各
部
は
二
十
五
名
以
上
を
箪
位
と
す
る
こ
と

十
二
、
従
来
は
部
費
を
徴
す
る
部
と
徴
せ
ざ
る
郡
と
あ
り
た
る
や
う
な
る
が

今
後
は
必
ず
部
費
を
と
る
こ
と

十
三
、
新
に
支
部
の
制
を
設
け
各
地
在
住
の
卒
業
生
が
親
睦
を
闘
ら
る
4

や

う
希
望
す
る
こ
と

十
四
、
基
本
金
の
制
を
確
立
し
後
進
誘
腋
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と

（
『
東
爪
芙
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
七
り
）

⑨

校
歌
、
学
生
歌
を
作
る

本
校
に
は
も
と
も
と
校
歌
は
無
く
、
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
「
チ
ャ
カ
ホ

ィ
」
が
言
わ
ば
本
校
の
愛
唱
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
七
年
、
和
田

英
作
校
長
就
任
後
の
改
革
気
運
の
下
で
正
式
の
校
歌
と
学
生
歌
を
作
ろ
う
と
い

う
動
き
が
生
じ
、
校
友
会
文
芸
部
が
中
心
と
な
っ
て
月
報
誌
上
で
懸
賞
募
集
を

行
な
っ
た
。
し
か
し
、
適
当
な
も
の
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
作
詞

を
川
路
柳
虹
に
、
作
曲
を
山
田
耕
搾
に
依
頼
し
て
昭
和
八
年
春
に
校
歌
と
学
生

歌
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
経
緯
と
歌
詞
、
曲
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

校
歌
、
學
生
歌
の
完
成

作
詞
家
の
詮
衡
に
就
て
は
委
員
會
の
協
議
の
結
果
、

た
る
川
路
柳
虹
氏
が
、

本
校
卒
業
生
で
詩
人

本
校
の
他
統
的
氣
分
等
に
も
理
解
が
あ
り
、
比
較
的

我
儘
に
吾
人
の
希
望
も
申
し
入
れ
ら
れ
る
便
宜
が
あ
る
と
い
ふ
繹
で
、
同
氏

に
御
願
ひ
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
生
徒
よ
り
の
應
募
原
稿
は
全
部
参
考

資
料
と
し
て
同
氏
の
手
許
に
差
し
出
し
た
。
其
中
ど
れ
を
'
1
或
は
何
の
部

分
を
参
酌
さ
れ
る
か
、
又
は
其
仙
採
揮
さ
れ
る
か
は
総
べ
て
同
氏
の
採
品
に

お
委
せ
す
る
こ
と
4

し
た
。

其
後
同
氏
か
ら
本
年
早
々
原
稿
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
初
で
前
記
委
員
會
に

焚
表
し
種
々
根
校
と
し
て
の
要
求
及
び
作
曲
上
の
要
求
に
適
切
で
あ
る
や
否

や
を
研
究
し
た
上
、
川
路
氏
に
は
御
迷
惑
だ
っ
た
が
、
再
度
多
少
の
推
敲
を

願
つ
て
故
に
始
め
て
歌
詞
が
完
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

作
曲
は
始
め
鏑
木
欣
作
氏
に
御
依
頼
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
同
氏
は
自
ら

〔耕
府
〕

作
曲
す
る
こ
と
を
辟
さ
れ
、
同
氏
の
恩
師
で
あ
る
山
田
絣
作
氏
を
煩
は
す
様

多
大
の
盪
力
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
山
田
籍
作
氏
は
本
校
と
は
相
常

古
く
か
ら
因
縁
の
あ
る
方
な
の
で
、
寧
ろ
進
ん

で
引
受
け
て
下
さ
っ
た
の
は

誠
に
望
外
の
幸
で
あ
っ
た
。
し
か
も
同
氏
は
訟
西
亜
行
き
直
前
の
繁
忙
な
際

に
も
拘
は
ら
ず
、
新
學
年
に
間
に
合
ふ
よ
う
に
と
早
速
、
作
曲
を
完
成
し
て

下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
様
な
経
緯
で
出
来
た
の
が
、
今
度
の
校
歌
、
學
生
歌
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
な
ら
何
慮
に
出
し
て
も
恥
し
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
将
来
我
校
の
誇
り
の

―
っ
と
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

學
校
長
始
め
委
員
會
で
御
配
慮
を
煩
は
し
た
方
々
に
完
成
後
、
直
ち
に
御

報
告
申
し
上
ぐ
る
筈
で
し
た
が
、
曲
譜
等
の
印
刷
は
簡
輩
に
参
り
ま
せ
ん
の

で
、
大
に
遅
れ
た
次
第
で
す
。
本
報
告
を
以
て
其
代
り
と
致
し
ま
す
か
ら
悪

し
か
ら
ず
御
思
召
願
ひ
ま
す
。

【
追
記
】

川
路
柳
虹
氏
は
裳
方
よ
り
御
依
頼
し
た
校
歌
、

學
生
歌

以
外
に

も
、
本
校
各
科
を
詠
じ
た
チ
ャ
カ
ホ
イ
正
調
十
敷
種
を
書
き
送
つ
て
下
さ
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